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安全衛生管理の取り組み

安全衛生基本方針と安全衛生行動計画

当社は2001年4月に「安全衛生基本方針」と「安全衛

生行動計画」を策定いたしました。

この安全衛生行動計画は、安全衛生基本方針に則

って、具体的に定められております。

安全衛生マネジメントシステムの導入も、この計画

に沿って概ね順調に進められております。

労働安全衛生マネジメントシステム

当社では、OHSAS18001に基づく労働安全衛生マ

ネジメントシステムを「安全で働きやすい職場環境」を

作り上げる仕組みとして、労働安全衛生計画に織り込

み、2006年度末までに三井金属グループの全所社で

構築することを目指しております。

2006年9月末現在で、12所社が認証取得しており、

24所社が構築に向けて取り組みを行っております。

労働安全衛生関連法令研修会と安全監査

労働安全衛生法令順守を推進するため、2004年か

ら全社を対象に労働安全衛生関連法令の研修会を開

催しております。

三井金属グループ各所社に適用される関係法令や

安全配慮義務の他に最新の労働安全衛生法について

も理解を深めております。

また、環境監査と同様に2年に1度は全所社を回る

ように安全監査を実施しております。現地では危険予

知、安全リスク評価、ヒヤリハット等の安全活動の実施

状況や、労働安全衛生法を順守した設備であるかを確

認し、各所社の安全成績向上のための助言、支援を実

施しております。

今後は、システム監査も導入する予定でおります。
労働安全衛生法令研修会の風景
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三井金属　安全衛生行動計画 （抜粋）
2001年4月1日

三井金属鉱業（株）
安全衛生基本方針に基づく本社および各所社「以下各事業所という」の行動計画を以下の
とおり定める。

1．安全衛生管理体制の整備
本社および各事業所においては、事業形態、規模に応じた体制の整備、拡充に努める。

（1）責任者の明確化
本社に安全衛生担当役員ならびに安全衛生統轄責任者を置く。

また、各事業所に安全衛生管理責任者を置く。

（2）安全衛生マネジメントシステムの導入
各事業所は、2007年3月末までにOHSAS18001に準拠した安全衛生管理体制の整

備を目指す

（3）安全衛生監査の実施

2．危険または有害要因の特定・評価とその除去・低減
各事業所は、ヒヤリハット、危険予知活動、安全リスク評価、改善提案等手法を定めて、

危険または有害要因を特定・評価するとともに、計画的、継続的にその除去・低減をはか
る。また、有効と考えられる新たな手法、技術の導入にも努める。

3．緊急時対応
各事業所においては、所内における災害発生時の被災者救助および応急処置に関する

手順を明確にするとともに、所外へ影響を与える事故等を想定した緊急時対応マニュア
ルを作成し対応する。

4．教育・啓蒙・コミュニケーション
（1）教育、訓練

安全衛生に関する入社時教育はもとより、定期的な教育ならびに訓練の実施により、
安全衛生ルールの徹底をはかる。

（2）安全衛生に関する年次報告の作成
安全衛生行動計画の進捗状況を把握し、今後の安全衛生活動の推進に資するため、

安全衛生監査結果および各事業所からの安全衛生報告等に基づき、年1回「安全衛生
に関する年次報告」を作成する。

（3）啓蒙
三井金属グループで働くすべての人々への安全衛生に関する情報の提供により、

安全衛生意識の高揚をはかる。

（4）コミュニケーション
安全衛生に関する事項について、三井金属グループで働くすべての人々の各階層

および階層間で対話による意思疎通をはかり、より良い作業環境を作りあげる。

5．適用所社
この安全衛生行動計画は、三井金属グループの直轄事業所および国内外の特定関係会
社に適用する。

6．適用期間
2001年4月1日より改訂までの期間

以上
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2006年9月末現在で　吉野川電線（株）、三井串木野鉱山（株）、自動車機器（事）韮

崎、（株）エム･シー･エス、薄膜材料（事）、（株）大井製作所/本社・石川・九州、セラ

ミックス（事）、神岡部品工業（株）、パウダーテック（株）、銅箔上尾（事）の12所社が

認証取得済
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安全成績

昨年の全社災害件数は63件で、前年と同程度であ

りましたが、2002年以来となる重大災害3件が請負工

事中に発生し、休業以上の災害が19件と全体の30%

を占めるなど、内容は悪化いたしました。

災害の型別では「挟まれ・巻き込まれ」が25%と多

く、また「経験5年未満の未熟練者」の災害が約50%、

「不安全行動」起因の災害が約85%、などの問題があ

ります。

発生した災害は、個別に調査し対策するとともに全

体の傾向を解析し、その結果を安全への取り組みに活

かしております。

安全の取り組み

危険予知活動は、三井金属グループ各所社で取り入

れて実践中であり、各所社内の教育も活発に行なわれ

ています。

全社的安全教育・研修の一環として、職場実践教育

を実施しております。これは現場の受講者を少しでも

多くしようと、本社講師が各所社の職場に出向いて行

なう安全教育制度です。

昨年は特にKYT（危険予知訓練）に重点を置いて実

施しており、今後の成果が期待できます。
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職場実践教育の実績（2005年1月～12月）

① KYT（危険予知訓練）の基礎教育･･･7所社527名受講

② HH（ヒヤリハット）の基礎教育･････3所社56名受講

③墜落・転落・転倒災害の防止教育 ････1所社57名受講

④挟まれ・巻き込まれ災害の防止教育･3所社105名受講

⑤保護具の使用方法･････････････5所社153名受講

⑥救急法（止血法他）の基礎教育 ･･･5所社145名受講

⑦交通KYT ･･････････････････････1所社11名受講

・ 何事も危ない そこで  

・ 　　　　 で安全確認  

・ 決めごとは 必ず  

・ 勇気を持って  

・ 安全確保の基本は 

安全基本ルール 

ゼロ災でいこう ヨシ！ 

危険予知 ヨシ！ 

指差呼称 ヨシ！ 

守る、守らせる ヨシ！ 
相互注意 ヨシ！ 

整理、整頓、清掃 ヨシ！ 

〈平成18年全社安全基本目標と重点実施事項〉

下記の「全社安全基本目標」と「基本目標を達成するための重点実施事項」に
基づき、各所社は、具体的な安全重点行動計画を作成して行動し、保安環境部は、
各所社の実施状況を安全監査等で確認する。

（1）全社安全基本目標
『危険予知（KY）と指差呼称で、危険への感受性を高める』
『OHSAS18001の構築を完了する』

（2）基本目標を達成するための重点実施事項
①「標示KY」「重点KY」による「危険予知（KY）」をし指差呼称で安全確認をす
る習慣を現場に定着させる。
②安全衛生マネジメントシステムを全所社で平成18年度中に構築する。
③請負業務の安全管理方法を決め、実施状況を確認する。
④未熟練者・協力会社々員に対し、作業内容を把握して安全面の実地指導を行
い、また危険予知（KY）活動を一緒に実施する。

各所社および本社では、安全意識の向上を図るた

め、安全衛生に関する会議や研修の冒頭又は最後に

は、代表者の音頭で「安全基本ルール」の指差唱和を

実施しております。

指差唱和の輪は、労働組合の協調姿勢もあり次第に

安全以外の会議等にも広がりを見せ、この「安全基本

ルール」を行動規範にしていくことが全社に周知され

るようになりました。


